




































































対象種はアカシデ Carpinus laxiflora (カバノキ科) 、調査地は東京都稲城市におけるコナ
ラ Quercus serrata（ブナ科）などの落葉広葉樹が優占する二次林で行った。種子採取個体と
して、繁殖個体（花穂をつけている個体）の中から 27 個体を選んだ。 
説明変数として、各種子採取個体から一定の半径以内の繁殖個体密度を表す以下の 4 種
類の指数を用意した。1）繁殖個体数（NL = n）、2）種子採取個体から各繁殖個体までの距
離の逆数の合計（𝑁𝐷 =	∑ 𝑑'()* ）、3）各繁殖個体の胸高断面積の合計（𝐴𝐿 = 	∑ 𝐴'* ）4）種
子採取個体から各繁殖個体までの距離の逆数とその繁殖個体の胸高断面積の積の合計










応答変数として、結実率（ = (健全+虫害)/(健全+虫害+シイナ)）、虫害回避率（ = 健全 

















図 1. 繁殖個体数（NL）と、a）結実率、b）虫害回避率、c）健全種子生産率との関係 
  
NL（半径 80m 以内） 
NL（半径 80m 以内） 







































両域木本、低緯度木本、高緯度草本、両域草本、低緯度草本の 6 つに分類した。 





















































高緯度      低緯度 
図 2. 生育緯度（高緯度または低緯度)および生活型（草本または木本）
の組み合わせと、種分化率・絶滅率・多様化率・分布拡大率との関係. a)
種分化率; b)絶滅率; c)生活型進化率; d)分布拡大率 
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第三章 
総合討論 
 被子植物を対象に、局所規模における個体密度と健全種子生産量の関係（第一章）、およ
び、地球規模にける緯度、生活型、種分化、分布拡大、絶滅の関係（第二章）の研究 
をそれぞれ行なった。両者の結果に共通する点としては、被子植物全体に一般的に存在す
る傾向が確認されることは稀であるという点であった。局所規模および地球規模のいずれ
においても、被子植物内の各系統や種の影響が存在し、系統や種独自の影響を無視するこ
とはできなかった。 
 また、両方の研究成果を統合的に考察するためには、まだ不明な点や不十分な解析が多
いと思われた。第一章の研究では、個体密度と受粉成功、および個体密度と種子虫害の関
係についてアカシデを対象に解析したが、温帯（高緯度）の種であるアカシデだけで被子
植物全体の一般的な傾向は断定できない。一方、第二章の研究では、緯度と生活型が、種
分化率、絶滅率、分布拡大率、生活型進化率に与える影響を解析したが、第一章では扱っ
た現象である生物間相互作用を扱っていない。地球規模のスケールと、局所的に発生して
いる生物間相互作用を関連させる必要がある。これまでの研究で明らかになっている生物
間相互作用の地球規模でのパターンとしては、被子植物は低緯度ほど年間の葉の被食率が
高い、などがある。そのため、第一章の研究における、個体密度と受粉成功、および個体
密度と種子虫害の関係を、高緯度種と低緯度種と比較した場合、緯度によって関係が異な
る可能性もあるが、高緯度種と低緯度種で比較可能な形で研究された例は少ない。生物間
相互作用が強いと種分化率を高めるという予測もあり、第一章で扱った個体密度と生物間
相互作用の関係およびその強さが緯度によって異なった場合、緯度ごとの種分化率や絶滅
率に影響している可能性もあるが、知見は不十分である。 
局所規模の生物間相互作用と、地球規模の分布と種多様性を関連づけるためには、これ
らの不十分な点を解明する必要がある。 
 
